
九重山周辺の比抵抗構造推定
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九重山は大分県と熊本県の県境に位置する地熱活動の活発な火山であり、特にその中心部の硫黄 山と呼ばれて
いる地域は噴気活動が特に活発である。九重火山の深部ではマグマと考えられる低速度領域が存在しているこ
と（吉川他,2005)、深部から浅部に向かって火山性流体が供 給されていること （e.g., Mizutani et
al.,1986）が示唆されている。本研究では九重山における 火山性流体の上昇経路を明らかにすることを目的と
して、2014年にキャンペーン 観測を行った。この観測では九重山を中心とした約30kmの領域に63の観測点を設
置した。我々はこの観測から得られたデータを用いて広帯域MT法による2次元比抵抗構造推定を行った。この解
析にはOgawa & Uchida (1996) の インバージョンコードを使用した。本発表では、硫黄山を通る北北東-南南
西 方向の測線及びその東側の測線について解析した結果を示した。2つの測線における共通する特徴として地
表付近で水平方向に広がる低比抵抗領域、深さ6kmから1kmへ連続する高比抵抗領域とその両側に低比抵抗領域
が存在することが明らかになった。本発表では九重山地下の深さ6kmまでの比抵抗構造について議論する。
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